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（　）内数値は測量より桁と軌道の離隔が最小となる数値である



神杉跨線橋 補修一般図（1）

平面図

側面図

芸
備

線

S=1/200

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

至三次至庄原

塩町方

神杉方

As

凡例

JR施工

三次市施工

赤

緑

主桁
断面修復工
はく落防止対策工

防護柵
防護柵補修工

横桁
断面修復工
表面含浸工
はく落防止対策工

支承(A1)
支承補修工(塗布工)

支承(P1)
支承補修工(塗布工)

支承(P2)
支承補修工(塗布工)

支承(P3)
支承補修工(塗布工)

A1橋台
ひびわれ補修工

排水管
排水施設補修工(取替)

床版
断面修復工
表面含浸工

地覆
ひびわれ補修工
断面修復工

伸縮装置(P1)
目地材補修工 伸縮装置(P5)

目地材補修工

伸縮装置(P6)
目地材補修工

伸縮装置(A2)
断面修復工

沓座モルタル(P2)
ひびわれ補修工
断面修復工

沓座モルタル(P5)
ひびわれ補修工
断面修復工

P1橋脚
ひびわれ補修工
断面修復工
表面含浸工

P2橋脚
ひびわれ補修工
断面修復工
表面含浸工

P3橋脚
ひびわれ補修工
断面修復工
表面含浸工
はく落防止対策工

P4橋脚
ひびわれ補修工
断面修復工
表面含浸工

P5橋脚
ひびわれ補修工
断面修復工
表面含浸工

P6橋脚
ひびわれ補修工
断面修復工
表面含浸工

A2橋台
ひびわれ補修工

地覆(防護柵外)・地覆打下し部
ひびわれ補修工
断面修復工
はく落防止対策工

落下物防止柵
防護柵補修工

防護柵
防護柵補修工

地覆
ひびわれ補修工
断面修復工

伸縮装置(P1)
目地材補修工

伸縮装置(P2)
目地材補修工

伸縮装置(P5)
目地材補修工

伸縮装置(P6)
目地材補修工

舗装
排水設備補修工
(跨線部歩道)

舗装
排水設備補修工(設置)

床版(間詰コンクリート)
排水施設補修工(排水孔閉塞)

主桁
断面修復工
はく落防止対策工

横桁
断面修復工
表面含浸工

排水管
排水施設補修工(取替)

床版
表面含浸工

沓座モルタル(P5)
ひびわれ補修工
断面修復工

落下物防止柵
防護柵補修工

伸縮装置(P2)
目地材補修工

伸縮装置(A2)
断面修復工

地覆(防護柵外)・地覆打下し部
ひびわれ補修工
断面修復工
はく落防止対策工

地覆(防護柵内)
防護柵
防護柵補修工

地覆(防護柵内)
防護柵
防護柵補修工
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PC定着部
断面修復工
表面含浸工

主桁
断面修復工

横桁
断面修復工
表面含浸工

地覆
ひびわれ補修工
はく落防止対策工

床版
表面含浸工
はく落防止対策工

PC定着部
断面修復工
表面含浸工

PC定着部
断面修復工
表面含浸工

主桁
ひびわれ補修工

主桁
断面修復工

横桁
断面修復工
表面含浸工
はく落防止対策工

地覆
ひびわれ補修工
はく落防止対策工

床版
表面含浸工
はく落防止対策工

地覆
ひびわれ補修工
断面修復工

75°

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　補修一般図（1）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

2/44
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神杉跨線橋 補修一般図（2）凡例

JR施工

三次市施工

赤

緑

側面図 S=1/50

支点横桁部中間横桁部

JR跨線部

G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9

(JIS A 5313)

落橋防止装置

塗装塗替え工(Rc-Ⅲ)

(1,3,5,6,7径間)

地覆

ひびわれ補修工

断面修復工

はく落防止対策工(6径間)

床版

断面修復工

表面含浸工

はく落防止対策工(6径間)

地覆(防護柵外)・地覆打下し部

ひびわれ補修工

断面修復工

はく落防止対策工

主桁

断面修復工

はく落防止対策工

落下物防止柵

防護柵補修工

舗装

排水設備補修工

防護柵

防護柵補修工

防護柵

防護柵補修工
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断面修復工

はく落防止対策工

主桁（跨線部）

横桁

床版（跨線部）

間詰コンクリート
排水施設補修工（設置）

地覆

地覆・地覆打下し部

（跨線部）

落橋防止装置

排水管

橋台

橋脚

支承

沓座モルタル

舗装

落下物防止柵

防護柵

地覆

伸縮装置

上部工

下部工

橋面工

断面修復工

表面含浸工

ひびわれ補修工

断面修復工

ひびわれ補修工

断面修復工

はく落防止対策工

塗替え塗装工（Rc-Ⅲ）

排水施設補修工（取替）

ひびわれ補修工

ひびわれ補修工

断面修復工

表面含浸工

はく落防止対策工

塗布工（ゴム支承）

ひびわれ補修工

断面修復工

排水設備補修工

防護柵補修工

ひびわれ補修工

断面修復工

断面修復工

目地材補修工

P3橋脚（一部）

跨線部歩道

ﾅｯﾄ・ﾜｯｼｬｰ取替

防護柵補修工
ボルト設置・締付

取替・支柱取替

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

※上部工の表面含浸工については、工事前に調査を行った上で最終決定とする

〇

ステンレス管

はく落防止対策工 〇 6径間（一部）

はく落防止対策工 〇 6径間（一部）

横桁,PC定着部

断面修復工

表面含浸工

はく落防止対策工(6径間)

主桁

ひびわれ補修工

断面修復工

ひびわれ補修工

断面修復工 〇

〇

位　置 部　材 工　種 JR施工 備　考三次市施工

PC定着部

断面修復工

表面含浸工

〇

〇

はく落防止対策工 〇 6径間（一部）

断面修復工

表面含浸工

〇

〇

はく落防止対策工 〇 6径間（一部）

床版

(6径間)

主桁

地覆（防護柵外）

地覆（防護柵内）

〇

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　補修一般図（2）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

3/44
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1径間　桁下

神杉跨線橋  コンクリート補修図（1）
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凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

横断面図(A1橋台)
終点側横桁

G1G2G3G4G5G6G7G8G9G10

2 3

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

横断面図(P1橋脚)
起点側横桁

4

断面修復工(施工：橋梁点検車)

備考数量計算 数量

200 100 20

No.

1 床版

部材

200 100 203

100 600 204

横桁

横桁

150 100 202 横桁

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

剥離

鉄筋露出

剥離

鉄筋露出

0.0004

0.0004

0.0012

0.0003

m3

小計 m3 0.0023

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（1）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

4/44



平面図

正面図側面図（左側） 側面図（右側）
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20

21
23

22

24

25

26
27

28

39

29

30

31
32

33

34

36

35

37

38

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：単管足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 A1橋台 0.2 m

2 0.2 m

3 0.2 m

4 0.2 m

5 0.2 m

6 0.2 m

7 0.2 m

8 0.2 m

9 0.5 m

14 0.4 m

10 0.5 m

11 0.3 m

12 2.2 m

13 0.2 m

0.250

0.550

2.150

0.650

0.600

0.350

0.450

0.250

0.900

1.550

0.400

1.400

0.650

0.400

15 0.2 m 0.650

16 0.2 m 0.500

17 0.4 m 1.400

18 0.4 m 1.000

19 0.5 m 0.300

20 1.5 m 0.550

21 1.0 m 1.200

22 0.3 m 0.650

23 1.0 m 0.850

24 1.0 m 0.250

25 1.0 m 0.200

26 1.0 m 0.450

27 1.0 m 0.500

28 1.0 m 0.500

29 0.3 m 0.550

30 0.2 m 0.300

31 0.5 m 0.500

32 0.7 m 0.200

33 2.0 m 0.500

34 0.5 m 0.550

35 1.3 m 0.300

36 0.2 m 0.500

37 0.4 m 0.600

38 0.2 m 0.700

39 1.0 m 0.400

小計 24.650m

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

A1橋台

神杉跨線橋  コンクリート補修図（2）

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（2）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

5/44

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。



P1橋脚

神杉跨線橋  コンクリート補修図（3）

平面図

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：枠組足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 P1橋脚 0.2 m

2 0.3 m

3 0.2 m

4 0.2 m

5 0.2 m

6 0.2 m

7 0.2 m

8 0.2 m

9 0.2 m

14 0.2 m

10 0.4 m

11 0.2 m

12 0.2 m

13 0.3 m

0.400

0.300

0.800

0.500

0.600

0.800

0.500

0.450

0.300

0.350

1.050

0.400

0.300

0.450

15 0.3 m 0.300

16 0.2 m 0.450

17 0.2 m 0.700

18 0.4 m 0.450

19 0.2 m 0.500

20 0.2 m 0.450

21 0.4 m 0.450

22 0.3 m 0.500

23 0.3 m 0.400

24 0.3 m 0.400

25 0.2 m 0.400

26 0.2 m 0.200

27 0.3 m 1.000

28 0.25 m 0.500

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

P1橋脚

小計 13.900m

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

11 12 13

14

15

1617

18

19

20 21

22

23 24

25

26 27
28

1

2

3

4

5 6

7

8

9

10

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（3）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

6/44
注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。



2径間　桁下

神杉跨線橋  コンクリート補修図（4）
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横断面図(P1橋脚)
終点側横桁

横断面図(P2橋脚)
起点側横桁

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：橋梁点検車

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 地覆 0.2 m 0.250

小計 0.250m

断面修復工(施工：橋梁点検車)

備考数量計算 数量

100 100 20

No.

1 地覆

部材

100 50 203

150 400 204

横桁

横桁

100 50 202 横桁

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

鉄筋露出

鉄筋露出

剥離

鉄筋露出

0.0002

0.0001

0.0012

0.0001

m3

250 250 205 横桁 × × 剥離0.0013m3

200 300 206 横桁 × × 剥離0.0012m3

100 3007 横桁 × うき0.0006m3

250 1008 PC定着部 × うき0.0005m3

8

20×

20×

小計 0.0052m3

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（4）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

7/44



P2橋脚

神杉跨線橋  コンクリート補修図（5）

27

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

断面修復工(施工：枠組足場)

備考数量計算 数量

150 450 20

No.

1 P2橋脚

部材

150 200 553 沓座モルタル

150 200 202 P2橋脚

単位

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

剥離

欠損

剥離

0.0014

0.0017

0.0006

3

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

1

1

2
5

3

4

6

7
8

9

10

11

12

13

14

15

16 17

18

20

19

21 22 2 23 24 25 26

小計 m3 0.0037 工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（5）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

8/44
注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：橋梁点検車

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

m

m

小計 0.800m

1 P2橋脚 0.45 0.200

20 0.45 0.600P2橋脚

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：枠組足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

2 0.2 m

3 0.3 m

4 0.2 m

5 0.2 m

6 0.2 m

7 0.3 m

8 0.4 m

9 0.2 m

14 0.2 m

10 0.2 m

11 0.2 m

12 0.3 m

13 0.3 m

0.200

0.600

0.400

0.300

0.400

1.400

0.700

0.550

0.450

0.400

0.300

0.450

0.300

15 0.3 m 1.200

16 0.2 m 0.450

17 0.3 m 0.500

18 0.3 m 0.200

19 0.3 m 0.200

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

21 0.25 m 0.350

22 0.2 m 0.400

23 0.2 m 0.300

24 0.2 m 0.400

25 0.2 m 0.500

26 0.2 m 0.550

27 0.5 m 0.200

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

P2橋脚

沓座モルタル

小計 11.700m



3径間　桁下

神杉跨線橋  コンクリート補修図（6）
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横断面図(P2橋脚)
終点側横桁

34

2

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

断面修復工(施工：橋梁点検車)

備考数量計算 数量

250 400 20

No.

1 横桁

部材

100 200 203

100 4004

地覆

地覆

200 100 202 PC定着部

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

×

鉄筋露出

剥離

うき

剥離

0.0020

0.0004

0.0008

0.0004

m3 20×

小計 0.0036m3

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（6）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

9/44



凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

3径間　橋面

神杉跨線橋  コンクリート補修図（7）

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種)

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1

2

3

4

小計 1.700m

地覆 0.2 m

0.2 m

0.2 m

0.2 m

地覆

地覆

地覆

0.400

0.400

0.500

0.400

1 2 3 4

P2 P3

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（7）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

10/44



P3橋脚

神杉跨線橋  コンクリート補修図（8）

5

1 2 3 4

2 3 4 51

6

6 7

8

9 10 11 12 13

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（8）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

11/44

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

0.2

0.25

0.3

0.3

0.2

0.5

0.5

0.2

0.4

0.3

0.8

0.5

0.4

1.100

0.800

0.600

0.600

0.300

0.600

0.650

1.600

1.100

0.800

1.100

1.100

0.500

100

100

100

100

100

100

100

100

50

50

50

50

50

100

1400

100

20

20

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：枠組足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 P3橋脚 m

2 m

3 m

4 m

5 m

6 m

7 m

8 m

9 m

P3橋脚

P3橋脚

P3橋脚

P3橋脚

P3橋脚

P3橋脚

P3橋脚

P3橋脚

10 mP3橋脚

11 mP3橋脚

12 mP3橋脚

13 mP3橋脚

断面修復工(施工：枠組足場)

備考数量計算 数量No.

1 P3橋脚

部材

3

4

P3橋脚

P3橋脚

2 P3橋脚

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

0.0005

0.0005

0.0005

0.0005

P3橋脚

P3橋脚

剥離

剥離

0.0014

0.0002

5

6

小計 10.850m

m3

m3

m3 × ×

× ×

小計 0.0036m3

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。



JR委託

神杉跨線橋  コンクリート補修図（9）

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（9）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

12/44

G1
G2

G3
G4

G5
G6

G7
G1

4
G1

3
G1

2
G1

1
G1

0
G9

G8

G1
G2

G3
G4

G5
G6

G7
G1

4
G1

3
G1

2
G1

1
G1

0
G9

G8

P3 P4

5

7 8 9 4 11 13

13

2

6

14

10

15 16

12

地覆下面

地覆下面

地覆打下し部

地覆打下し部

4径間　桁下

1 2 3 4 5 6

7

8

9 10

11 12 13 14

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：高所作業車

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 地覆打下し部 0.2 m

2 0.2 m

3 0.2 m

4 0.2 m

5 0.3 m

6 0.3 m

7 0.3 m

8 0.3 m

9 0.2 m

14 0.3 m

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

10 0.2 m地覆打下し部

11 0.2 m地覆打下し部

12 0.4 m地覆打下し部

13 0.3 m地覆打下し部

断面修復工(施工：高所作業車)

備考数量計算 数量

200 300 30

No.

1 主桁

部材

100 350 303

100 400 304

地覆

地覆

100 300 302 地覆

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

0.0018

0.0011

0.0012

0.0009

100 100 20

100 200

100 100 30

100 100 30

100 100 30

100 100 30

30

20

50 50

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆

地覆

地覆

地覆

地覆

剥離

剥離

剥離

剥離

0.0002

0.0003

0.0003

0.0004

剥離

剥離

剥離

0.0003

0.0001

0.0003

5

7

8

6

9

11

10

12

13

14

16

15

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

地覆打下し部

主桁

20

20

20

20

20

50

100

100

50

50

350

350

350

200

150 豆板

豆板

豆板

豆板

0.0002

0.0004

0.0007

0.0002

豆板0.0007

合計

0.350

0.350

0.350

0.350

0.350

0.350

0.250

0.350

0.350

0.350

0.350

0.550

0.350

0.350

5.000m

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

合計 0.0091m3

3.補修用足場を設けていないため、ひび割れ注入器の設置は柵に繋げるなどの落下防止対策を行うこと。



塩町方

P3 P4

1 1 2 3 4 5 6 7 8

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

4径間　橋面

神杉跨線橋  コンクリート補修図（10）

断面修復工

備考数量計算 数量No.

1

部材 単位

地覆 m3 鉄筋露出0.0001

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種)

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 地覆 0.2 m

2 0.2 m

3 0.2 m

4 0.2 m

5 0.2 m

6 0.2 m

7 0.2 m

8 0.2 m

0.400

0.400

0.600

0.400

0.400

0.600

0.700

0.400

地覆

地覆

地覆

地覆

地覆

地覆

地覆

小計 3.900m

50 50 20× ×

小計 m3 0.0001

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（10）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

13/44

JR芸備線

JR芸備線

神杉方



P4橋脚

神杉跨線橋  コンクリート補修図（11）

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（11）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

14/44

1

2

3

7

4

5

6

8 9

10

1 2

19

20

21 223
423

24

25

26

5
27 28

29

6

11
12

13 14

15

16

17

18

30

31

32 33

34
35 36

38
39

37

40

4142

7

43

44 45

46

47
48

50

50

50

50

50

50

50

50

20

20

20

20

50

50

50

50

20

20

50 50 20

断面修復工(施工：枠組足場)

備考数量計算 数量No.

1 P4橋脚

部材

3

4

P4橋脚

P4橋脚

2 P4橋脚

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

剥離

剥離

剥離

剥離

0.0001

0.0001

0.0001

0.0001

P4橋脚

P4橋脚

剥離

剥離

0.0001

0.0001

5

6

m3

m3

m3 × ×

× ×

P4橋脚7 × × 剥離0.0001m3

小計 m3 0.0007

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：枠組足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

P4橋脚 m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

P4橋脚

小計

0.3

0.2

0.2

0.4

0.2

0.2

0.3

0.45

0.5

0.2

0.6

0.4

0.5

0.4

0.2

0.4

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.2

0.45

0.35

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.25

0.2

0.3

0.2

0.3

0.45

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.7

0.5

0.45

0.15

0.100

0.450

0.700

0.300

0.200

0.300

0.600

0.150

0.200

0.300

0.700

0.450

1.000

0.900

0.100

1.000

0.600

0.950

0.400

0.150

0.300

0.200

0.300

0.200

0.200

0.200

0.200

0.300

0.200

0.400

0.200

0.200

0.150

0.300

0.150

0.400

0.350

0.350

0.300

0.350

0.600

0.150

0.300

0.300

0.300

1.100

0.150

0.200

17.900

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。



5径間　桁下

神杉跨線橋  コンクリート補修図（12）

P4 P5
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G
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1

1

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

4

横断面図(P5橋脚)
起点側横桁

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

横断面図(P4橋脚)
終点側横桁

G1G2G3G4G5G6G7G8G9G10

2 3

断面修復工(施工：高所作業車)

備考数量計算 数量

100 50 20

No.

1 PC定着部

部材

100 250 203

400 150 204

横桁

横桁

100 400 202 横桁

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

鉄筋露出

剥離

剥離

剥離

0.0001

0.0005

0.0012

0.0008

m3

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：高所作業車

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 地覆 0.2 m 0.150

小計 0.150m

小計 0.0026m3

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（12）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

15/44



P5橋脚

神杉跨線橋  コンクリート補修図（13）

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

1

12

1

2

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：枠組足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 P5橋脚 0.3 m

2 0.2 m

3 0.2 m

4 0.2 m

5 0.25 m

6 0.3 m

7 0.3 m

8 0.3 m

9 0.2 m

10 0.25 m

11 0.2 m

12 0.3 m

0.800

0.400

0.500

0.700

0.700

1.500

0.300

0.200

0.300

0.500

0.300

0.450

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

P5橋脚

断面修復工(施工：枠組足場)

備考数量計算 数量

150 150

No.

1 沓座モルタル

部材

200 150 202 沓座モルタル

単位

m3

m3

×

× ×

うき

欠損

0.0005

0.0006

小計 6.650m

2 3 4

5

6

7 8 9

10

11

20×

小計 m3 0.0011
工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（13）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

16/44
注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。



G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

87

6径間　桁下

神杉跨線橋  コンクリート補修図（14）

G1G2G3G4G5G6G7G8G9G10

2 4 5 6

横断面図(P5橋脚)
終点側横桁

横断面図(P6橋脚)
起点側横桁

P5 P6
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G
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G
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1

2

3

断面修復工(施工：高所作業車)

備考数量計算 数量

100 200 20

No.

1 主桁

部材

100 200 203

100 200 204

横桁

横桁

100 300 202 横桁

単位

m3

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

× ×

鉄筋露出

剥離

剥離

剥離

0.0004

0.0004

0.0004

0.0006

m3

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：高所作業車

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 主桁 2.2 m

2 0.2 m

0.100

0.200地覆

小計 0.300m

9

100 400 205 横桁 × × 剥離0.0008m3

100 300 206 横桁 × × 剥離0.0006m3

200 300 207 横桁 × × 剥離0.0012m3

100 600 208 横桁 × × 剥離0.0012m3

650 6509 横桁 × うき0.0085m3 20×

小計 0.0141m3

1

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（14）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

17/44



1 2 3

2

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

6径間　橋面

神杉跨線橋  コンクリート補修図（15）

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種)

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1

2

小計 0.600m

断面修復工

備考数量計算 数量No.

1

部材

3

2

単位

200 200地覆

200 200地覆

150 200地覆

m3

m3

m3

×

×

×

うき

うき

うき

0.0008

0.0008

0.0006

地覆 0.5 m

0.5 m地覆

0.400

0.200

P5 P6

1

20×

20×

20×

小計 m3 0.0022

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（15）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

18/44



P6橋脚

神杉跨線橋  コンクリート補修図（16）

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

1 2 3 4 7 8

9

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：枠組足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 P6橋脚 0.2 m

2 0.2 m

3 0.3 m

4 0.3 m

5 0.3 m

6 0.2 m

7 0.25 m

8 0.2 m

9 0.2 m

10 0.2 m

11 0.2 m

12 0.25 m

0.400

0.600

0.300

0.700

0.200

0.250

0.700

1.300

0.500

0.900

0.900

0.500

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

P6橋脚

断面修復工(施工：枠組足場)

備考数量計算 数量

50 100 20

No.

1 P6橋脚

部材 単位

m3 × × 剥離0.0001

小計 7.250m

5

6

10

11
12

1

小計 m3 0.0001
工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（16）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

19/44
注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。



G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

4

3

7径間　桁下

神杉跨線橋  コンクリート補修図（17）

横断面図(P6橋脚)
終点側横桁

横断面図(A2橋台)
起点側横桁
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凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：高所作業車

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 地覆 0.2 m

2 0.2 m

3 0.2 m

0.200

0.200

0.150

地覆

地覆

断面修復工(施工：高所作業車)

備考数量計算 数量

150 100

No.

1 横桁

部材

150 300 203

200 100 204

横桁

横桁

100 400 202 横桁

単位

m3

m3

m3

m3

×

× ×

× ×

× ×

うき

剥離

鉄筋露出

剥離

0.0003

0.0009

0.0004

0.0008

m3

小計 0.550m

20×

小計 0.0024m3

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（17）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

20/44



凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板

7径間　橋面

神杉跨線橋  コンクリート補修図（18）

断面修復工

備考数量計算 数量No.

1

部材

3

4

2

単位

0.0005

0.0084

0.0024

0.0003

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種)

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1

小計 0.100m

4

3

1 2

1

P6 A2

地覆 0.2 m 0.100

150 150 20地覆

2100 200 20

800 150

伸縮装置

伸縮装置

150 100 20地覆

m3

m3

m3

× ×

× ×

× ×

×

鉄筋露出

欠損

うき

鉄筋露出

m3 20×

0.0116小計 m3

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（18）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

21/44



A2橋台

神杉跨線橋  コンクリート補修図(19)

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

ひびわれ注入工

断面修復工

変状に対する対策

豆　板
平面図

正面図側面図（左側） 側面図（右側）

2

4

5

3

6

8

7

9

10

11

12

1

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種) 施工：単管足場

No. 部材 幅(mm) 単位 数量

1 A2橋台 1.0 m

2 0.4 m

3 0.2 m

4 0.2 m

5 0.3 m

6 0.3 m

7 0.2 m

8 0.2 m

9 0.3 m

10 0.2 m

11 0.3 m

12 0.2 m

0.700

2.600

0.300

0.600

0.600

3.300

1.000

0.700

0.400

0.550

0.400

1.100

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

A2橋台

小計 12.250m

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（19）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

22/44

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

部材 単位

m

m

m

m

m

2径間 桁下

4径間 橋面

5径間 桁下

3径間 橋面

6径間 桁下

m6径間 橋面

m7径間 桁下

m7径間 橋面

mA1橋台

mP1橋脚

mP2橋脚

ひびわれ注入工(エポキシ樹脂注入材3種)　数量表

橋梁点検車 高所作業車 足場

0.250

0.150

0.300

0.550

24.650

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0.800

部材 単位

m31径間 桁下

3径間 桁下

4径間 橋面

2径間 桁下

5径間 桁下

6径間 桁下

6径間 橋面

7径間 桁下

7径間 橋面

P2橋脚

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

断面修復工　数量表

橋梁点検車 高所作業車 足場

13.900

11.700

橋面

3.900

1.700

0.600

0.100

-

-

-

-

-

-

0.250

3.900

0.150

1.700

0.300

0.600

0.550

0.100

24.650

13.900

12.500

橋面

0.0023

0.0036

0.0001

0.0052

0.0026

0.0141

0.0022

0.0024

0.0116

0.0037

0.0023

0.0036

0.0052

0.0001

0.0026

0.0141

0.0022

0.0116

0.0024

0.0037

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-mP3橋脚 - - 10.850 - 10.850

mP4橋脚 - - 17.900 - 17.900m

m

m

m

P5橋脚

P6橋脚

A2橋台

-

12.250

-

-

-

-

-

-

6.650

7.250

-

-

-

-

6.650

7.250

12.250

m合計 105.1501.050 1.000 6.300 113.500

P3橋脚 m3 0.00360.0036- - -

P4橋脚 m3 0.00070.0007- - -

P5橋脚

P6橋脚

m3

m3

0.0011

0.0001

0.0011

0.0001

-

-

-

-

-

-

合計 m3 0.05330.00920.0111 0.0191 0.0139

合計

合計



P3橋脚（はく落防止対策工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（20）

5

1 2 3 4

2 3 4 51

6

6 7

8

9 10 11 12 13

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（20）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

23/44

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

1 2

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

豆　板

第三者被害防止措置範囲

はく落防止対策工

はく落防止対策工(施工：枠組足場)

備考数量計算 数量No.

1 P3橋脚梁部

部材 単位

m2 × 0.25600.400 0.640

2 × 0.25600.400 0.640m2

小計 m2

P3橋脚梁部

0.5120

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

4.コンクリート面の接着確保のため、表面含浸工より先に施工を行うこと。(メーカーヒアリング)



JR委託

神杉跨線橋  コンクリート補修図（21）

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（21）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

24/44

4径間　桁下（はく落防止対策工）凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

豆　板

第三者被害防止措置範囲

はく落防止対策工

G1
G2

G3
G4

G5
G6

G7
G1

4
G1

3
G1

2
G1

1
G1

0
G9

G8

G1
G2

G3
G4

G5
G6

G7
G1

4
G1

3
G1

2
G1

1
G1

0
G9

G8

P3 P4

140 70 9330 70 140

3
80 4
30

はく落防止対策工

A=0.110m2(CAD計測)

1
2

3

4

5

6

17970

17970

17970

1
40

1
40

7

1
50 1
50

8

9

5

7 8 9 4 11 13

13

2

6

14

10

15 16

12

1 2 3 4 5 6

7

8

9 10

11 12 13 14

地覆下面

地覆下面

地覆打下し部

地覆打下し部

はく落防止対策工(施工：高所作業車)

備考数量計算 数量No.

1 地覆打下し部

部材

0.380 17.9703

0.1404

地覆打下し部

地覆下面

2 地覆打下し部

単位

m2

m2

m2

m2

0.110

0.110

×

CAD計測

CAD計測

0.1100

8.0865

2.5158

0.1100

0.140

0.430 17.970

地覆下面

地覆打下し部

2.5158

8.9850

5

6

m2

m2

m2

×

28.0141m2

0.500主桁 0.30007 m2

0.070

17.970

+

×

17.970

0.070

×

+

0.600×

0.150地覆 2.69558 m2

0.150地覆 2.69559 m2

17.970×

17.970×

( )

( )

合計

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.コンクリート面の接着確保のため、表面含浸工より先に施工を行うこと。(メーカーヒアリング)



6径間　桁下（はく落防止対策工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（22）

凡　例

変状の種類 表 示

ひびわれ(0.2mm以上)

鉄筋露出

剥　離

う　き

欠　損

豆　板

第三者被害防止措置範囲

はく落防止対策工

横桁補修詳細図 S=1/20

15

620

4
50

14

はく落防止対策工(施工：高所作業車)

備考数量計算 数量No.

1 地覆

部材

12

14

7

単位

m2 × 1.0380

0.9342

18.2682

6.920 0.150

×6.920 0.135

横桁

2 地覆下面 × 0.93426.920 0.135

3 3.3436

4

5

6

8

9

10

11

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

床版

地覆下面

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

13 地覆 m2 × 1.03806.920 0.150

合計 54.0168m2

15 1.7118横桁 m2

150150

450

1
50

304

141

220 304

14
1

5
20

15
0 150

150

1
50

7
1

152 450

5
20

141

150

15
0

5
0

1
00

下面 下面

正面 正面

150

920

6
37

50 100

6
45 5
20

5
95

2
21

(0.220 ＋ 0.820)×0.050÷2×2
＋ 0.520 × 0.820 × 2 
＋(0.820 ＋ 0.620)×0.100÷2×2

＋ 0.920 × 0.450

0.595 × 0.450
＋(0.595 ＋ 0.637)×0.050÷2×2
＋(0.637 ＋ 0.520)×0.100÷2×2

× 9箇所
工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（22）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

25/44

152

5
20

14
1150

側面 側面 側面詳細図

中間横桁 端部横桁

P5 P6

G
1

G
2

G
3

G
4

G
5

G
6

G
7

G
8

G
9

G
10

G
1

G
2

G
3

G
4

G
5

G
6

G
7

G
8

G
9

G
10

1

2

9

1

1

6920

1
50

13

6920

1
50

2

12

450

3

4

5

6

7

8

9

10

11

3330 150

6620 1
35

1
35

5
20

5
20

5
20

5
20

5
20

5
20

5
20

5
20

5
20820

1
50

5
95

6430

1
50 15

0

150 150

6920

71

＋{(0.304＋0.520＋0.141)×4 ＋
   0.220×2 }× 0.150

×6.430 0.520

×6.430

×6.430

×6.430

×6.430

×6.430

×6.430

×6.430

×6.430

－ 0.520 × 0.150 × 9箇所

＋ 0.221 × 0.450
× 2箇所

＋{(0.152＋0.520＋0.141)×2 ＋
   0.450 }× 0.150

3.3436

3.3436

3.3436

3.3436

3.3436

3.3436

3.3436

3.3436

0.520

0.520

0.520

0.520

0.520

0.520

0.520

0.520

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.コンクリート面の接着確保のため、表面含浸工より先に施工を行うこと。(メーカーヒアリング)

620

1
50

2
20

1
50

150

部位

床版、横桁、地覆

単位規格

m2ボンドVMクリア工法相当

はく落防止対策工　数量表

高所作業車 足場 合計

54.054.0

橋脚 m2ボンドVMクリア工法相当 0.50.5

-

-

備考



平面図(桁下) S=1/200

芸
備

線

塩町方

神杉方

19140 850 19350 650 19385 630 17320 630 19385 650 19350 650 19340

30 19955 30 19970 30 19970 30 17970 30 19970 30 19970 30 19955 30

138000 至三次至庄原

横断面図 S=1/50

450

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

支点横桁部

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

中間横桁部

300 220 300

620100 100

300 220 300

820

450 450

2
20

300 220 300

820

5
0

5
20

6
70

9310 9295 9310 9310 9310 9310 9310 9310 2880 9160 9295 9310450 450 450 450 450 450 450 450 450
450

450 450 450

100

5
95

100

50

50

凡　例

変状の種類 表 示

表面含浸工

620100 100

5
0

5
20

1
00

1
70

桁下（表面含浸工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（23）

305 305

A2A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6

横桁補修詳細図 S=1/20

支点横桁部 中間横桁部 横桁端部

620

5
20

5
0

1
00

1
70

8
40

100 100

220300 300

820

220300 300

820

5
20

1
00

5
0

6
70

620100 100

620100 100

4
50

450

5
95

7
1

450

820

1
00

450

はく落防止対策工

7030

6
37

50 100

6
45 5
20

5
95

6
37

50100

6
455
20

5
95

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（23）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

26/44

7171

6
37

8
40 6
45

5
95

71

6
37 6
45

71

820820

施工：橋梁点検車 施工：高車



平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

凡　例

変状の種類 表 示

7
35

1
20

01
93

5
2
45

0
1
70

0

360350 620 350 620 350 620 620350 350 620 350 620 350 620 350 620 350 620 350360

9800

2000

9800

P1橋脚（表面含浸工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（24）

1700

850850

7
35

4
08

0
2
45

0

7
33

0

6
5

7
26

5

3900

4080 4080

39002000

1700

850 850

8
00

4
08

0

7
33

0

2
45

0

8
00

1
20

02
00

0
2
45

0

3
80

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（24）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

27/44

表面含浸工

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

橋梁点検車
枠組足場

6
53

0

6
53

0

橋梁点検車
枠組足場



凡　例

変状の種類 表 示

1
70

0

360350 620 350 620 350 620 620350 350 620 350 620 350 620 350 620 350 620 350360

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）
9800 9800

P2橋脚（表面含浸工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（25）

1700

850850

7
40

4
08

0
3
50

0

8
38

0

8
32

0
6
0

3
80

1
20

0
7
40

1
94

0
3
50

0 3900

4080

2000 3900

4080

8
00

4
08

0
3
50

0

8
38

0

1
20

0
8
00

2
00

0
3
50

0

2000

1700

850 850

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（25）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

28/44

表面含浸工

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

7
58

0

7
58

0

橋梁点検車
枠組足場

橋梁点検車
枠組足場



P3橋脚（表面含浸工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（26）

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（26）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

29/44

凡　例

変状の種類 表 示

表面含浸工

はく落防止対策工

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）
1
70

0

620360350 350 620 350 620 350 620 350 350 620 350 620 350 620 350 620 350360620

3
80

1700

850850

8
00

4
08

0
4
10

0

9
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0

8
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0
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50

9800

1
20

0
8
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0
4
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3900

4080

2000 3900

4080

1
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0
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9
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0
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850 850

9800

1
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0
1
15

0

2
35

0
4
10

0

2000

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

9
0

640640

3
10

8
18

0

8
18

0

橋梁点検車
枠組足場

橋梁点検車
枠組足場



P4橋脚（表面含浸工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（27）

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（27）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

30/44

平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）
1
70

0

360350 620 350 620 350 620 620350 350 620 350 620 350 620 350 620 350 620 350360

3
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1700

850 850
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0
4
08

0
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0

9
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0
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0
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0
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0
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4080
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1700

850850
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0
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0

9
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0

9
08

0

3
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9800

1
20

0
8
00

2
00

0
4
20

0

2000

凡　例

変状の種類 表 示

表面含浸工

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

8
28

0

8
28

0

高所作業車
枠組足場

高所作業車
枠組足場



平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

凡　例

変状の種類 表 示

1
70

0

360350 620 350 620 350 620 620350 350 620 350 620 350 620 350 620 350 620 350360

9800 9800

1700

850 850

1700

850850

1
20

0
7
40

1
94

0
3
50

0

2000

8
00

1
20

0

3
50

0 3900 39002000

4080 4080

2
00

0

3
80

P5橋脚（表面含浸工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（28）
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工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（28）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

31/44

表面含浸工

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

7
58

0

7
58

0

高所作業車
枠組足場

高所作業車
枠組足場



平面図

正面図（起点側）側面展開図（左側） 側面展開図（右側） 正面図（終点側）

凡　例

変状の種類 表 示

1
70

0

360350 620 350 620 350 620 620350 350 620 350 620 350 620 350 620 350 620 350360

9800 9800

1700

850 850

8
00

1
20

02
00

0
2
40

0 3900 39002000

4080 4080

7
35

1
20

0

2
40

0
1
93

5

1700

850850

2000

3
80

P6橋脚（表面含浸工）

神杉跨線橋  コンクリート補修図（29）

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　コンクリート補修図（29）

令和 7 年 3 月

S=1/50 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

32/44
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0
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6
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7
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7
28

0

8
00

4
08

0
2
40

0

7
28

0

表面含浸工

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.施工時に排水管の取り外しを行う場合、既設排水管の損傷状況を確認して排水管の取り換え要否を監督員に確認すること。

6
48

0

6
48

0

表面含浸工　数量表

単位

桁下

部材 規格

m2ケイ酸塩系表面含浸材

橋梁点検車 高所作業車 足場 合計

77.5

橋脚 m2ケイ酸塩系表面含浸材 101.4

41.6 35.9 -

1.8 1.9 97.7

備考

RCガーデックス相当品

RCガーデックス相当品

※数量計算書参照

単位

m2

部材

場所打ちコンクリート部(床版・横桁)

m2P1橋脚

m2P2橋脚

No.

1

2

3

表面含浸工

m2P6橋脚7

m2P5橋脚6

m2P3橋脚4

m2P4橋脚5

橋梁点検車 高所作業車 足場 合計

352.105

69.280

77.107

68.910

77.107

83.629

84.881

189.019

2.610

2.618

3.200

163.086 -

66.670

74.489

66.300

74.489

80.429

81.566

2.610

2.618

3.315

-

-

-

-

-

-

m2合計 813.019443.943171.629197.447

※数量計算書参照

高所作業車
枠組足場

高所作業車
枠組足場



神杉跨線橋　コンクリート補修共通仕様詳細図

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋 コンクリート補修共通仕様詳細図

令和 7 年 3 月

- 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

33/44

ひびわれ

ひびわれ注入工詳細図
(ひびわれ幅0.2mm以上～5.0mm未満)

樹脂注入口

エポキシ樹脂系注入材充填3種

ひびわれ注入工程

準　　備

注　入　作　業

仕　上　げ　工

硬　化　養　生

シール材

片　付　け

完　　　了

表　面　処　理

注入器具の取り付け
及びひびわれシール

はく落防止対策工程

下　地　処　理

はく落防止対策工詳細図
　（ボンドVMクリア工法相当 ）

下地処理工(サンダーケレン)

VMクリア　プライマー塗布
0.12kg/m2

VMクリア　仕上げ材
標準仕様：1.00kg/m2

準　　備

プライマー塗布

VMクリア塗布

表面含浸工程

準　　備

片　付　け

素　地　調　整

塗布・含浸工

養　　生

表面含水率の測定

完　　了

下地処理

ケイ酸塩系表面含浸材

断面修復健全部 健全部

〔剥離・鉄筋露出等〕

プライマー塗布

カッター工
10mm程度はつり工

断面修復材(遮塩モルタル)
※補修深さは部位及び損傷程度により決定

 1.断面修復範囲はフェザーエッジとならないように、

カッターにより深さ10mm程度の切込みをいれる。

 2.既設鉄筋ケレンを行った後に、防錆材を塗布する。

鉄筋錆は確実に除去すること。

 3.既設鉄筋は下地処理後、迅速に防錆処理材を塗布

すること。

 4.鉄筋の腐食が確認されない剥離部、うき、

豆板部は、劣化したコンクリートを除去し、

遮塩モルタルで断面修復すること。

 5.遮塩モルタルの圧縮強度は設計基準

強度以上とすること。

 6.劣化部の除去にあたっては、確実に既設コンクリートと

定着するよう鉄筋裏約10mm程度まではつること。

断面修復工程

(カッター工含む)

コンクリートはつり

準　　備

表　面　処　理

断面修復(左官)

プライマー塗布

硬　化　養　生

仕　上　げ

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理
(鉄筋露出やうき部等の鉄筋腐食箇所を対象)

片　付　け

完　　　了

表面含浸工
（ケイ酸塩系表面含浸材）

断面修復工詳細図
（SSI工法相当）

1
50

1
50

B

150 150L

L＋150×2

B
＋

1
5
0×

2

断面修復工
A=B×L

はく落防止対策工
A=(B＋150×2)×(L＋150×2)

1.性能確保のため、

　メーカーが定める定着長を確保すること。

2.定着長は断面修復箇所を含まない。

3.断面修復工の遮塩モルタル硬化後に

　はく落防止対策工を施工すること。

4.コンクリート面の接着確保のため、

　表面含浸工より先に施工を行うこと。

定着長 定着長

定
着

長
定

着
長

 7.地覆下面や横桁などかぶり厚さ不足部については

10㎜増厚を行うこと。

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

完了

JR跨線部については落下防止のため
防護柵に結束すること。



神杉跨線橋　塗布工・塗替え塗装共通仕様詳細図

塗替え塗装工(Rc-Ⅲ塗装系)

塗替え塗装工程

準　　備

下塗り(2層目)

養 生 作 業

下塗り(鋼材露出部)

下塗り(1層目)

素 地 調 整

中 塗 り

上 塗 り

1.廃棄物等は関連法規ならびに地方自治体の基準に従い、

　適切に処分すること。

2.塗装作業は気温5度以上、相対湿度85％以下の範囲内で行うこと。

3.使用材料については、メーカーの指示に従い適切な取り扱いを行うこと。

注記)

塗布工(支承部)

塗替え塗装工程

準　　備

清　掃

塗布

ひびわれ部充填

1.廃棄物等は関連法規ならびに地方自治体の基準に従い、

　適切に処分すること。

2.塗装作業は気温5度以上、相対湿度85％以下の範囲内で行うこと。

3.使用材料については、メーカーの指示に従い適切な取り扱いを行うこと。

注記)

鋼
材

素地調整：3種ケレン

下塗り：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(鋼材露出部のみ、0.20kg/m2)

下塗り：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

下塗り：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(0.20kg/m2)

中塗り：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗(0.14kg/m2)

上塗り：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(0.20kg/m2)

ゴ
ム
支
承

ひびわれ：充填作業

塗布：HBコート同等品以上

　清掃

ひびわれ部に埋め込むよう塗布をし、表面をならす。

刷毛等でゴム支承表面にまんべんなく塗布する。

名称

A1橋台：Bh0101

単位 数量 備考規格

m2HBコート同等品以上 0.039

塗布工　数量表(三次市施工：支承)

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　塗布工・塗替え塗装共通仕様詳細図

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

34/44

名称

落橋防止装置(φ100)

単位 数量 備考規格

m2Rc-Ⅲ塗装系 0.1

塗替え塗装工　数量表(三次市施工：落橋防止装置)

m2 0.6

A1橋台：Bh1001

P1橋脚：Bh0401

P2橋脚：Bh1001

HBコート同等品以上

HBコート同等品以上

HBコート同等品以上

m2

m2

m2

落橋防止装置(φ200) Rc-Ⅲ塗装系

合計 m2 0.7 合計 m2 0.2

P3橋脚：Bh0101 m2HBコート同等品以上

完了

完了

0.029×2箇所

0.074×8箇所

※数量計算書参照 ※数量計算書参照

0.039

0.039

0.039

0.039



神杉跨線橋　塗布工・塗替え塗装工詳細図

支承詳細図 S=1/10落橋防止装置詳細図

ゴム支承

6 φ200　　
3 φ100　　

塗布工 塗替え塗装工

正面図側面図

φ200

正面図側面図

φ100

2
00

1
50

200

150

30 30

10

1
00 7
0

100

70

30 30

10

300

2
00

55 30

5
5

3
0

2
00

5530

1

ゴム支承

ゴム支承 ゴム支承落橋防止装置

落橋防止装置

落橋防止装置

落橋防止装置

落橋防止装置

落橋防止装置

落橋防止装置
落橋防止装置

2

3

4 φ100　　

5 φ200　　
5

7 φ200　　

8 φ200　　 9 φ200　　

10 φ200　　

芸
備

線

塩町方

神杉方

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

S=1/10

ゴムφ100×40

鋼板φ100×40

鋼板φ75×10

鋼板φ100×40

ゴムφ200×30

鋼板φ200×30

鋼板φ150×10

鋼板φ200×30

鋼板φ150×10

落橋防止装置

1 φ200　　

落橋防止装置

2 φ200　　

ゴム支承

4

配置図

三次市施工 緑文字

S=1/200

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　塗布工・塗替え塗装工詳細図

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

35/44

変状の種類 表 示

凡　例

19140 850 19350 650 19385 630 17320 630 19385 650 19350 650 19340

30 19955 30 19970 30 19970 30 17970 30 19970 30 19970 30 19955 30

138000

305 305



神杉跨線橋　目地材補修工詳細図

芸
備

線

塩町方

神杉方

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

配置図 S=1/200

シリコン系シール材

20 20

バックアップ材

3
00

平面図 A-A断面図

シリコン系シール材

S=1/10目地材補修工補修詳細図

凡　例

変状の種類 表 示
600

2
50

5
00

600

三次市施工 緑文字

注記)

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　目地材補修工詳細図

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

36/44

AA

1 　

目地材

2 　

目地材

3 　

目地材

目地材

4 　

19140 850 19350 650 19385 630 17320 630 19385 650 19350 650 19340

30 19955 30 19970 30 19970 30 17970 30 19970 30 19970 30 19955 30

138000

305 305

目地材補修工　数量表

規格

シリコン系シール材

部材

目地材

バックアップ材目地材

単位

m

m

橋梁点検車 高所作業車 合計

5.4

5.4

2.7

2.7

2.7

2.7

備考

幅 30mm,t=20mm

幅 30mm,t=20mm

※数量計算書参照



神杉跨線橋　防護柵補修工詳細図

凡　例

三次市施工

JR施工 赤文字

緑文字

ナット，ワッシャー(N=22/片側)

落下防止柵(取替工)

ナット，ワッシャー(N=22/片側)

落下防止柵(取替工)

取替(ナット,ワッシャー)　N=20

20000 20000 20000 18000 20000 20000 20000

橋長　138000

平面図

芸
備

線

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

塩町方

神杉方

横断面図 S=1/50

支点横桁部中間横桁部

G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9

5
00

9750

60072501500400

510510

9750

8
10

9@970=8730

5
50

8
00

G10G1

ボルト締付、設置

M8六角穴付止めねじ

補修詳細図 S=1/10

ナット M20　　

ナイロンコーティングワッシャー

防護柵補修工　数量表

規格部材 単位

個

数量 備考

44

ナット　M20車道部防護柵取替 個 140

M8六角穴付止めねじボルト締付 箇所 23

M8六角穴付止めねじボルト設置 箇所 5

支柱取替　N=1

現場復旧：SK-401

S=1/200

ステンレス製

ステンレス製

ナイロンコーティングワッシャー 個 140車道部防護柵取替

ボルト締付　N=2
ボルト締付　N=1

ボルト設置　N=1 ボルト締付　N=1

ボルト締付　N=4

ボルト締付　N=4 ボルト締付　N=6 ボルト締付　N=2

ボルト締付　N=1

ボルト設置　N=2

ボルト設置　N=1

ボルト締付　N=2 ボルト設置　N=1

側面図 S=1/200

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　防護柵補修工詳細図

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

37/44

変状の種類 表 示

取替(ナット,ワッシャー)　N=20 取替(ナット,ワッシャー)　N=20 取替(ナット,ワッシャー)　N=20 取替(ナット,ワッシャー)　N=20 取替(ナット,ワッシャー)　N=20 取替(ナット,ワッシャー)　N=20

ナット M20　　

ナイロンコーティングワッシャー

ステンレス製

ナット　M16落下防止柵取替
ステンレス製

ナイロンコーティングワッシャー 個 44落下防止柵取替

3.部材取替について、現地確認のうえ決定すること。

5
20

9750

60072501500400

52013@670=8710520

9750

5
20

5
80

G1 G14

注記)

JR跨線部

8
10

ナット M16　

ナイロンコーティングワッシャー

ステンレス製（ゆるみ止めナット）

ナット M16　　

ナイロンコーティングワッシャー

ステンレス製(ゆるみ止めナット）

1
10

0

1
10

0

SK-401支柱取替 本 1

※数量計算書参照

ゆるみ止めナット



神杉跨線橋 排水設備補修工詳細図(1）

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）
【神杉跨線橋】

神杉跨線橋 排水設備補修工詳細図(1）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

38/44

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

橋長138000

至三次至庄原

D1 D1 D3 D5D2D4

D1 D1 D3 D5D2D4

9
75

0

275

2
25 127

L
1

φ127

90°

30

3
0

施工時

接着面シーリング塗布

4-14x30長孔   

4-アンカーボルトM10x80

(1-SW,1-W,2-N)

TSステンレス排水管   

(SUS304 t=1.0mm)

TS-PL_PIPE-L

天板プレート一体型排水装置 TS-PL_PIPE-L

D1～D6

製作数=n

NETIS No.CB-190003-Aに準ずる

112.5 100 62.5

φ127

θ
°

4

L1 n

1030

2

2

θ°

86.6

1030 93.4

1030 88.0

D1

D2

D3

21030 92.0D4

21290 93.4D5

取付金具詳細図

TS-T1,TS-T2

製作数=n

2-PL 100x6x345

1-PL 100x6xL2

1-PL 100x6x200

4-BN M12x45

2-アンカーボルト M12x100

2-EPDM 100x3x200

6

L1 n

320

6

L2

212

300 192

2-14x30長孔

5
0

1
00

5
0

5050

100

2
00

内側EPDM貼付(t=3.0)

6
6

L1

L2 6

4-φ14孔(バンド側)

2-14x30長孔(PL側)

30 30 10 30 30

60 145 70

275

2
5

5
0

2
51
00

L2 6

L1

φ
13
3

TS-T1

TS-T2

9
.5

°

600
400

320 300

320
300

P1～P6

A1・A2

1
29

0

1
29

0
1
03

0

1
03

0

D5

TS-T1

D5

TS-T2

D1～D4

TS-T1 TS-T2

D1～D4

排水設備補修工　数量表

数量単位

排水管

部材 規格

箇所 12

備考

TSステンレス排水装置

配置図 S=1/500

断面図 S=1:20

断面図 S=1:20

既設排水管取替　桁下

1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

3.天板プレート一体型排水装置は、NETIS No.CB-190003-Aに準ずる。

注記)

4.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し耐食性向上の措置を講じる。

5.現地調査にて寸法確定後製作する。



神杉跨線橋 排水設備補修工詳細図(2）

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋 排水設備補修工詳細図(2）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

39/44

排水設備設置　橋面

平面図

芸
備

線

S=1/200

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

塩町方

神杉方

9
75

0

6
00

7
25

0
4
00

1
50

0

30 桁長　19955 30 桁長　19970 30 桁長　19970 30 桁長　17970 30 桁長　19970 30 桁長　19970 30 桁長　19955 30

橋長　138000

1040 1040

排水施設設置
地覆削孔　φ65
排水管　VPφ50 排水施設設置

地覆削孔　φ65
排水管　VPφ50

既設排水孔閉塞

既設排水孔閉塞

1
30

0

導水管　φ18(スプリング管)

横断面図 S=1/50

5
20

9750

60072501500400

2
50

2
00

1
00

6
0

1
10

0
5
20

5
80

52013@670=8710520

9750

650

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G11 G12 G13 G14

調整コンクリート　ｔ=70㎜

床版防水層(塗膜系)

中詰材（粒調砕石 30）t=170㎜

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（再生細粒度 t=30㎜）

排水施設設置　φ50

床版防水工詳細図

塗膜系加熱型

排水用導水管取付図

3
0

1
60

7
0

S=1/5

舗装構成詳細図

計画

S=1/10

現況

断面図

平面図

地覆
床版防水層(塗装系)

成型目地材

幅30㎜×5㎜

主桁

地覆

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（再生細粒度(AC)13 t=30㎜）

中詰材（粒調砕石 30）t=160㎜

主桁

地覆

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（再生細粒度(AC)13 t=30㎜）

中詰材（粒調砕石 30）t=230㎜

主桁

排水用導水管 φ18

スプリング管

端部処理

2
30

3
0

調整コンクリート　t=70

3
0

1
60

7
0

2
60

2
60

2001300

排水設備補修工　数量表

数量単位部材 規格

m 2.6

備考

舗装版切断

m3 0.7舗装破砕

m3 5.4床掘り

m3 1.6調整コンクリート打設

箇所 2.0地覆削孔

m 2.0排水管設置

m2 0.1吸出し防止材

m2 23.4床版防水層

成型目地材 m 35.9

m 22.7導水管

m 35.9端部処理

m3 3.7埋戻し

m2 23.4アスファルト舗装

m3 0.7廃材運搬費

ｔ 1.6ガラ処分費

舗装

地覆

舗装

アスファルト舗装　t=30㎜

粒調砕石30　t=230㎜

t=70㎜

φ65　L=200㎜

VPφ50　L=200㎜

200㎜×200㎜

塗膜系

φ18　スプリング管

幅30㎜×50㎜

アスファルト舗装　t=30㎜

粒調砕石30　t=160㎜

t=30㎜

アスファルト殻

アスファルト殻

削孔　φ65

VP管設置　

φ50　L=200

5.0％

既設排水桝

既設排水孔閉塞

VP　φ50

7
0

1
60

3
0

200

吸出し防止材

200×200

調整コンクリート

中詰材（粒調砕石）

アスファルト舗装

200 300

吸出し防止材

100×100

地覆

(
既

設
舗

装
厚

)

6
0

2
60

1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

3.調整コンクリートは現場合わせとする。

注記)

S=1/10



神杉跨線橋 交通規制要領図 （1） 

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋 交通規制要領図（1）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

40/44

※歩行者通行時は作業を停止すること。

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

As

3
25

0

4
45

0
1700

5
50

0

1700

6
10

0

1700

3
10

0

4
40

0

1700

5
50

0

1700

6
20

0

1700

850850

第7径間　20000第6径間　20000第5径間　20000第4径間　18000第1径間　20000 第2径間　20000 第3径間　20000

日中作業

5
19

7

3800

4
30

0

8
85

4
31

2

As

As

As

As

E 神杉幹8M6

空気弁

仕 VPΦ150

Co

芸
備

線

Co

物置

M

塩
町

方

9
75

0

6
00

7
25

0
4
00

1
50

0

A1 P1 P2

A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

神
杉

方

橋梁点検車

片側交互通行　L=138000

9750

42255525

362536251900 600

42255525

362536251900 600

縦断面図 S=1/200

交通規制交通規制 開放 開放歩道 交通規制

平面図 S=1/200

断面図 S=1/100

反対車線もこれに倣う

A1～P3桁下施工：高所作業車

橋梁点検車

バリケード バリケード

橋梁点検車

橋梁点検車 交通誘導員

交通誘導員

※交通規制範囲は作業範囲に応じて移動させる。

交通誘導員



神杉跨線橋 交通規制要領図 （2） 

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋 交通規制要領図（2）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

41/44

※地盤の安全性を確認したうえで作業を行うこと。

縦断面図 S=1/200

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

3
25

0

4
45

0
1700

5
50

0

1700

6
10

0

1700

3
10

0

4
40

0

1700

5
50

0

1700

6
20

0

1700

850850

日中作業

5
19

7

3800

4
30

0

8
85

4
31

2

As

As

As

As

E 神杉幹8M6

空気弁

VPΦ150

Co

芸
備

線

Co

物置

M

塩
町

方

9
75

0

6
00

7
25

0
4
00

1
50

0

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

P4～A2桁下施工：高所作業車

至三次至庄原

神
杉

方

P5橋脚

4
70

0

3
50

0
1
20

0

5
40

0

4
20

0
1
20

0

P4橋脚

3
60

0

2
40

0
1
20

0

P6橋脚

5
50

0

6
20

0

4
40

0

平面図 S=1/200

断面図 S=1/100

第7径間　20000第6径間　20000第5径間　20000第4径間　18000第1径間　20000 第2径間　20000 第3径間　20000

P4～A2桁下施工：高所作業車

As

L=60000

仕

高所作業車

高所作業車

交通誘導員

交通誘導員

※歩行者通行時は作業を停止すること。

交通誘導員



神杉跨線橋 交通規制要領図 （3） 

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋 交通規制要領図（3）

令和 7 年 3 月

図示 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

42/44

※歩行者通行時は作業を停止すること。

縦断面図 S=1/200

平面図 S=1/200

断面図 S=1/100

A1 P1 P2 A2P3 P4 P5 P6

至三次至庄原

3
25

0

4
45

0
1700

5
50

0

1700

6
10

0

1700

3
10

0

4
40

0

1700

5
50

0

1700

6
20

0

1700

850850

夜間作業

5
19

7

3800

4
30

0

8
85

4
31

2

As

As

As

As

E 神杉幹8M6

空気弁

VPΦ150

Co

芸
備

線

Co

物置

M

塩
町
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1.施工に際しては、現況寸法及び変状について確認のうえ、行うこと。

2.当該変状以外に変状が確認される場合は、監督員と別途協議すること。

工事名

図面名

作成年月日

尺  度

会社名

事務所名

橋梁整備設計業務委託（跨線橋）

【神杉跨線橋】

神杉跨線橋　仮設計画参考図（1）

令和 7 年 3 月

S=1/200 図面番号

ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社

三　次　市

43/44

枠組足場

単管足場
単管足場
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平面図 S=1/200

枠組足場
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※(    )内数値は斜長を示す。

305 305

※(    )内数値は斜長を示す。

【施工時確認事項】

・鉄道用地、民地境界（雨だれ線）沿いに立入防止柵を設け、鉄道敷地内に侵入できない

　ようにする。

・橋脚足場の計画は鉄道用地内に極力入らないように計画する。

・橋脚足場は風速25m/sに対応した計算を実施し、近接協議に添付する。

・足場設置期間は極力短くなるように計画する。

・足場を橋脚に固定する方法について、図面作成により明示する。

・足場組立、解体時には鉄道保安体制を確保する。

　具体的には工事管理者1名、列車見張り員１名、列車防護員2名とし、配置計画を作成する。

・P3、P4の足場組立、撤去時において、列車が接近した場合、工事管理者の指示により

・P3，P4施工時に橋梁上空からBT車により作業を行う場合、橋梁側面から軌道側に

　バケットを入れてはならない。

・橋梁上からの荷下ろしについては、荷下ろし図面を作成する。

鉄道に近接するP3,P4橋脚の施工についてはJR近接工事となるため、施工前に施工計画書を

作成し、監督員とともにJR近接協議を実施すること。協議時には以下の項目を検討し、JR

広島保線区に提示を行うこと。

・橋脚間の移動は鉄道軌道部を横断してはならない。

近接工事時バケット侵入禁止区間
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（　）内数値は測量より桁と軌道の離隔が最小となる数値である

高所作業車

P4～A2桁下施工：高所作業車A1～P3桁下施工：橋梁点検車 P3～P4桁下施工：橋梁点検車

橋梁点検車

高所作業車

　作業を停止する。
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種　　類

橋梁点検車

計　算　式 数　　量区　　分

桁下(三次市施工)

足場設備　数量表

10 台

12 台

66 人・日交通誘導員B -

備　　考

桁下(三次市施工) 高所作業車

3 人 / 日

-

-

-

A1橋台 単管足場 (2.023＋1.200)×3.250/2×9.750 51.1 空m3

種　　類 計　算　式 数　　量部　　材

足場設備(単管足場)　数量表

A2橋台 単管足場

合計 98.5 空m3

47.5 空m3(1.940＋1.200)×3.100/2×9.750

種　　類 計　算　式 数　　量部　　材

足場設備(枠組足場)　数量表

P1橋脚 9.800×4.450×1.200×2＋3.600×(2.450+3.650)/2×2.300×2

P2橋脚

P3橋脚

P4橋脚

P5橋脚

P6橋脚

155.2 空m3

197.3 空m3

221.3 空m3

225.3 空m3

197.3 空m3

153.2 空m3

9.800×5.500×1.200×2＋3.600×(3.500+4.700)/2×2.300×2

9.800×6.100×1.200×2＋3.600×(4.100+5.300)/2×2.300×2

9.800×6.200×1.200×2＋3.600×(4.200+5.400)/2×2.300×2

9.800×5.500×1.200×2＋3.600×(3.500+4.700)/2×2.300×2

9.800×4.400×1.200×2＋3.600×(2.400+3.600)/2×2.300×2

枠組足場

枠組足場

枠組足場

枠組足場

枠組足場

枠組足場

合計 1149.5 空m3


